
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このところ横浜でも震度３の地震が頻発しています。８月の静岡県沖の地震では、本の下敷きで亡くなっ

た方も。昨年の岩手・宮城内陸地震や２年前の新潟県中越沖地震でも、家具類（テレビや本も含む）の転

倒・落下によるけが人の割合はそれぞれ４５％、４１％でけが原因の第一位。でも実際の対応は・・・ 

家具の転倒防
止対策対応済
みの割合 
（2007 年損害管保健

機構ｱﾝｹｰﾄ） 
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２３％ 

中部自治会防災ニュース２号 平成２１年９月 

テレビもレンジも飛ぶ！ 

食器が開き戸を破って！ 

沢山の本が飛びます飛びます 

ガラス戸割れます 

上記のアンケートで、固定しない理由では「面倒くさい」が５６％で第一位

とか。しかし家具の下敷きで、助けを呼ぶなど、恥ずかしいこと？？？ 

そこで、大野家では対策書を見つけて防止対策をすることとしました。 

インターネットの「東京消防庁」のトップページ中から「家具類の転倒・落

下防止対策ハンドブック」を検索し、テキストとしました。インターネット

以外では、東京消防庁で閲覧できますが、市販はされていないようです。 

家を守る 身を守る 備蓄備品 家族安否 近所の助けあい 防災組織 防災訓練 防災計画 必要な知識 

次号では、実際の転倒・落下防止対策の実態を写真紹介します。お楽しみに 

「いっとき避難場所について」。７月の自治会だよりでご案内した、「いっとき避難場所」、す

でに４つの班からご報告いただいております。期限は２０１０年（来年）９月です。引き続

き公園清掃の日などで、班長さん中心にお決めいただきますようお願いします。 

地震時の家具類の転倒・

落下防止対策の話です 

当ページのお問い合わせ、ご質問は自治会防災・防犯委員会へ：９０２－７００３ 


